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第２０回宇都宮市農業委員会定例総会 議事録 

 

日 時  

令和７年３月２４日（月）午後２時００分～午後３時２２分 

場 所  

宇都宮市役所７階 宇都宮市農業委員会室 

出席委員  

１番：櫻井委員（会長職務代理），２番：恩田委員，３番：平出委員，４番：中山委員， 

５番：小島委員，６番：相良委員，７番：小野口委員，８番：佐藤委員（会長職務代理），  

10 番：手塚（孝）委員，11 番：手塚（敏）委員，12 番：田﨑委員，13 番：永岡委員， 

14 番：吉澤委員，15 番：福田委員，16番：伊澤委員，17 番：村田委員（会長）， 

18 番：宇梶委員，19 番：髙橋委員 

（議席番号順） 

欠席委員  

 ９番：刈部委員 

会議経過 

１ 開 会 

出席委員１８名で法定定数に達しているので，開会を宣する。 

２ 会長あいさつ 

   

３ 議事録署名委員の選任 

議事録署名委員の選任は，議長指名により，議席番号３番の平出委員，４番の中山委員

の両名を指名する｡ 

４ 議案の取下げ及び訂正並びに追加について 

  議案書１ページ議案第１号及び４ページ１２号は，どちらも，令和７年３月１４日付け

で取り下げ書が提出され，取下げとなりました。 
訂正並びに追加：なし 

５ 議 事 

議 長  それでは，本日の議事に入りたいと思います。議案書１ページをお開きくださ

い。日程第１「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第 

１号は取下げとなりましたので，議案第２号から７号までの６議案について， 

一括上程します。事務局の説明を願います。  

事務局  取下げとなった議案第１号を除く，議案第２号から７号について御説明いた

します。 

議案第２号について御説明いたします。横川地区の申請です。譲渡人は，経営 

規模縮小ため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を売買により取
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得し，麦を作付けする旨の申請です。譲受人の農機具の調達状況は，トラクター

５台，コンバイン１台を所有しております。また，申請地は，耕作可能な農地で

あることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題な

いことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第３号について御説明いたします。城山地区の申請です。譲渡人は，年齢

等の理由で離農するため，譲受人は，親から農地を引継ぎ，営農するため，贈与

により農地を取得し，水稲及び大根を作付けする旨の申請です。申請人の関係は，

父と子です。譲受人の農機具の調達状況は，トラクター，田植機，草刈機を導入

予定であります。申請地は，すべて耕作可能な農地であることを確認しており，

耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条

の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第４号について御説明いたします。国本地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，借受地を取得し耕作するため，申請地を売

買により取得し，ネギを作付する旨の申請です。農機具の調達状況は，トラクタ

ー２台を所有しております。また，申請地は，すべて耕作可能な農地であること

を確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことか

ら，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第５号について御説明します。国本地区の申請です。譲渡人は，相続した

が耕作できないため，譲受人は，自宅隣接の農地を耕作するため，申請地を売買

により取得し，ネギを作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラクタ

ー１台，田植機１台，コンバイン１台を所有しております。また，申請地は，す

べて耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事

状況についても問題ないことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると

調査しております。 

議案第６号について御説明いたします。豊郷地区の申請です。譲渡人は，経営

規模縮小ため，譲受人は，自宅隣接の農地を耕作するため，申請地を売買により

取得し，野菜を作付けする旨の申請です。譲受人の農機具の調達状況は，耕運機

１台を導入予定です。申請地は，耕作可能な農地であることを確認しており，耕

作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の

許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第７号について御説明いたします。河内地区の申請です。譲渡人は，経営

規模縮小のため，譲受人は，自宅隣接の農地を耕作するため，申請地を売買によ

り取得し，野菜を作付する旨の申請です。農機具の調達状況は，耕運機２台を所

有しております。また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認しており，

耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条

の許可要件を満たしていると調査しております。 
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議 長  取下げとなった議案第１号を除く，議案第２号から７号について議案第２号

から７号までの６議案について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。取下げとなった議案第１号を除く，議案第２

号から７号までの６議案について，「申請のとおり許可する」ことに，御異議あ

りませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。２ページを御覧ください。 

「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第８号を上程しま

す。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第８号について御説明いたします。河内地区の申請です。譲渡人は，経 

営規模縮小のため，譲受人は，経営規模拡大のため，申請地を売買により取得し，

水稲を作付する旨の申請です。トラクター１台，田植機１台，コンバイン１台を

所有しております。また，申請地は，すべて耕作可能な農地であることを確認し

ており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法

第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第８号議案について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第８議案について，「申請のとおり許可

する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。３ページを御覧ください。 

    日程第２「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」，議案第９号を

上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第９号について御説明いたします。清原地区の申請です。申請人が居住す

る住宅が国道拡幅事業により収用されるため，南側の申請地を利用し，同時利用

地である宅地と併せ，自己用住宅を建築する旨の申請です。給排水計画について

は，水道は市の上水道に接続し，排水は合併浄化槽により，処理後，敷地内浸透

槽により宅内処理するもので，雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計

画については，建物建築費等を全額自己資金により賄う計画で，栃木県より発行

された収用証明書及び土地売買契約書が添付されております。申請地は，小集団

の生産性の低い農地の区域に位置することから第２種農地と判断し，立地基準

では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がない

と認められることから，農地法第４条許可要件を満たしていると調査しており

ます。 

議 長  議案第９号議案について，質疑願います。 
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委 員  （意見等なし） 

議 長  議案第９号議案について，「申請のとおり許可する」ことに，御異議ありませ

んか。 

委 員  （異議なし） 

議 長   御異議がないので，そのように決定します。４ページを御覧ください。 

    日程第３「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」，取下げとなっ

た議案第１２号を除く，議案第１０号から１６号までの６議案について一括上

程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１０号から１６号までの６議案については，全て太陽光発電施設を目

的とした転用申請であり，全て非ＦＩＴ法によるもので，譲受人と小売電気事

業者との間で，太陽光発電所で発電された電気の売買契約を締結しております。

また，土地利用計画についても，申請地を整地した後にパネルを設置し，周囲を

フェンスで囲む計画で，年数回の除草作業を行う計画であり，雨水は敷地内に

自然浸透させる計画となっておりますことから，以上の共通した部分の説明に

ついては，省略させていただきます。 

議案第１０号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，発

電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の

申請です。譲受人は，令和４年７月６日に設立した法人で，再生可能エネルギー

発電事業を主な目的としております。申請地における太陽光発電の主な概要で

すが，太陽光パネル１５６枚を設置し，年間発電量１００，４２９キロワットア

ワーを予定しており，売電単価税込み１４円で計算しますと，経費を差し引いた

年間の利益は５３万円程度となる見込みです。資金計画については，土地取得費，

施設整備等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付さ

れております。申請地は小集団の生産性の低い農地の区域に位置する第２種農

地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題な

く，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可要件を満

たしていると調査しております。 

議案第１１号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，発

電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の

申請です。譲受人は，平成７年７月１３日に設立した法人で，再生可能エネルギ

ー発電事業を主な目的としております。申請地における太陽光発電の主な概要

ですが，太陽光パネル１６８枚を設置し，年間発電量１０３，６１８キロワット

アワーを予定しており，売電単価税込み８．５円で計算しますと，経費を差し引

いた年間の利益は６７万円程度となる見込みです。資金計画については，土地取

得費，施設整備等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添

付されております。申請地は，小集団の生産性の低い農地の区域に位置する第２
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種農地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問

題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可要件

を満たしていると調査しております。 

議案第１３号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。借受人は，

発電・売電するため，申請地に３０年間の地上権を設定し，太陽光発電施設を設

置する旨の申請です。借受人は，昭和２２年３月４日に設立した法人で，再生可

能エネルギー発電事業を主な目的としております。申請地における太陽光発電

の主な概要ですが，太陽光パネル１，６００枚を設置し，年間発電量 

１，２５６，７６７キロワットアワーを予定しており，売電単価税込み１５円で

計算しますと，経費を差し引いた年間の利益は５８０万円程度となる見込みで

す。資金計画については，土地取得費，施設整備等を全額自己資金により賄う計

画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は瑞穂野地区市民セ

ンターから３００メートル以内の区域に位置する第３種農地と判断しており，

立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支

障がないと認められることから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査

しております。 

議案第１４号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲受人は，

発電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨

の申請です。譲受人は，平成３１年１月２９日に設立した法人で，再生可能エネ

ルギー発電事業を主な目的としております。申請地における太陽光発電の主な

概要ですが，太陽光パネル１６４枚を設置し，年間発電量１０５，０２７キロワ

ットアワーを予定しており，売電単価税込み８．５円で計算しますと，経費を差

し引いた年間の利益は７３万円程度となる見込みです。資金計画については，土

地取得費，施設整備等を，関連会社からの融資により賄う計画で，関連会社の金

融機関の残高証明書及び融資を証明する書面が添付されております。申請地は，

小集団の生産性の低い農地の区域に位置する第２種農地と判断しており，立地

基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障が

ないと認められることから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査して

おります。 

議案第１５号について御説明いたします。雀宮地区の申請です。譲受人は，発

電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の

申請です。譲受人は，議案第１１号と同じ法人であり，平成７年７月１３日に設

立し，再生可能エネルギー発電事業を主な目的としております。申請地における

太陽光発電の主な概要ですが，太陽光パネル１６８枚を設置し，年間発電量 

１１０，７８３キロワットアワーを予定しており，売電単価税込８．５円で計算

しますと，経費を差し引いた年間の利益は５９万円程度となる見込みです。資金
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計画については，土地取得費，施設整備等を全額自己資金により賄う計画で，金

融機関の残高証明書が添付されております。申請地は，小集団の生産性の低い農

地の区域に位置することから第２種農地と判断し，立地基準では許可に支障は

なく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められること

から，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

    議案第１６号について御説明いたします。上河内地区の申請です。譲受人は，

発電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨

の申請です。譲受人は，平成２３年６月１日に設立した法人で，再生可能エネル

ギー発電事業を主な目的としております。申請地における太陽光発電の概要で

すが，太陽光発電モジュール１６８枚を設置し，年間発電量１１２，７８４キロ

ワットアワーを予定しており，売電単価８．５円で計算しますと，経費等を除い

た年間の利益は７８万円程度となる見込みです。資金計画については，事業費の

全てを自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されておりま

す。申請地は，小集団の生産性の低い第２種農地と判断しており，立地基準では

許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認

められることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しておりま

す。 

議 長  議案第１２号を除く，議案第１０号から議案第１６号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１２号を除く，議案第１０号から議案 

第１６号について，「申請のとおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。５ページを御覧ください。「農地

法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第１７号から２１号まで

の５議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１７号について御説明いたします。姿川地区の申請です。借受人は， 

医師であり，独立するため，申請地に３０年間の賃借権を設定し，診療所を建築

する旨の申請で，都市計画法第３４条１号の「診療所」に該当します。借受人は，

獨協医科大学病院等で呼吸器内科及びアレルギー内科の医師として携わってき

ましたが，この度，地域医療に貢献することを目的として，獨協医科大学病院か

ら車で１５分，済生会宇都宮病院及び自治医科大学病院へ車で３０分程度とい

う，総合病院と連携の取り易い当該申請地において，診療所を建築する計画に至

ったものです。土地利用計画については，敷地内はアスファルト敷きとし，２階

建ての診療所１棟，送迎車や患者用の駐車スペース２０台分を併せて整備する

計画です。給排水計画については，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄

化槽により敷地内処理とし，雨水は浸透槽にて処理する計画となっております。
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資金計画については，事業費の全額を融資により賄う計画で，金融機関の融資見

込証明書が添付されております。申請地は，小集団の生産性の低い第２種農地と

判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，

転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可要件を満た

していると調査しております。 

議案第１８号について御説明いたします。姿川地区の申請です。借受人は，議

案第１７号の診療所の建築に伴い，申請地に３０年間の賃借権を設定し，調剤薬

局を建築する旨の申請で，都市計画法第３４条１号の「日常生活のため必要な物

品の販売，医薬品を扱う小売業」に該当します。借受人は，平成６年６月１５日

に設立した法人で，薬局の経営を主な目的としております。土地利用計画につい

ては，敷地内はアスファルト敷きとし，１階建ての店舗１棟，及び１２台分の駐

車スペースを整備する計画で，隣接する診療所と併せた外周をフェンスで囲む

計画となっております。給排水計画については，給水は市の上水道に接続，排水

は合併処理浄化槽により敷地内処理とし，雨水は浸透槽により敷地内で処理す

る計画です。資金計画については，事業費の全額を自己資金により賄う計画で，

金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は，小集団の生産性の低い

第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由について

も問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可

要件を満たしていると調査しております。 

    議案第１９号について御説明いたします。城山地区の申請です。借受人が，園

芸用土等を採取するため，申請地に３年間の賃借権を設定し，一時転用する旨の

申請であり，進入路部分として，山林に鉄板を敷いて同時利用する計画となって

おります。借受人は，平成２８年９月１日に設立した法人で，園芸用土の製造及

び販売等を主な目的としております。計画によりますと，作業時間は， 

午前８時００分から午後５時００分まで，保安距離として隣接地から１メート

ル以上，掘削角度は４５度，掘削の深さは３メートル，周辺は安全柵を設置し，

第三者の進入を防ぎます。搬入路については鉄板を敷設し，採掘，埋戻し期間，

埋戻し完了後，道路の点検・補修を行います。埋戻し用土については，自社所有

の建設残土で埋め戻した上に，現在の表土５０センチを埋戻し，現在の農地の高

さに戻す計画となっております。重機等については，採掘時は自社所有のバック

ホウ１台，４トンダンプ３台，埋戻時は自社所有のバックホウ２台，他社所有の

１０トンダンプ３台を使用する計画となっております。道路使用届出は，令和 

７年２月２１日，市道路管理課へ提出されております。なお，周辺の道路が狭く，

進入部分の山林から掘削する農地までは高低差もあり，通常の土採取事業とは

違い，時間を要することなどから，３年間の期間設定になっております。資金計

画については，事業費等を全額自己資金により賄う計画となっており，金融機関
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の残高証明書が添付されております。借受人の農地における土採取の実績です

が，前回地は飯田町の畑１，５９６平方メートルで，令和６年７月２９日に許可

を受け，７０パーセント埋戻しが完了しており，前々回地は同じく飯田町の畑 

８，０４３.５４平方メートルで，令和４年８月２９日に許可を受け，１００ 

パーセント農地に復元されております。申請地は，農振農用地となっております

が，一時転用で農地に復元する計画であることから立地基準の例外に該当しま

す。なお，申請書には，「事業実施については，安全操業に努め，土採取に伴う

災害を発生させないこと及び採取後は，耕作可能な農地に復元し，農業委員の現

地立会のもとで完了報告を行う旨の誓約書」が添付されております。以上のこと

から，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実

行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可要件を満たしている

と調査しております。 

    議案第２０号について御説明いたします。上河内地区の申請です。借受人は，

現在，約２２ヘクタールの経営規模により，水稲を中心に農業を営んでおります

が，既存の農業用倉庫が手狭なため，申請地に２０年間の使用貸借権を設定し，

新たに農業用倉庫を設置する旨の申請です。貸付人と借受人の関係は親子であ

ります。土地利用計画については，敷地内を整地した後，農農業用倉庫２棟及び

もみ殻置場等を設置する計画となっており，給排水設備は設置せず，雨水は敷地

内に自然浸透させる計画となっております。資金計画については，建物建築費等

を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されておりま

す。申請地は，農地の集団的な規模が１０ヘクタール以上の区域に位置する 

   第１種農地と判断しており，原則として許可できないものとされておりますが， 

第１種農地の不許可の例外規定である，農地法施行令第４条第１項第２号イ，

「申請に係る農地を農業用施設，農畜産物処理加工施設，農畜産物販売施設に供

するもの」に該当するため，立地基準では許可に支障はなく，申請事由について

も問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条許可

要件を満たしていると調査しております。 

    議案第２１号について御説明いたします。上河内地区の申請です。借受人が，

砂利採取のため，申請地に１年の賃借権を設定し，一時転用する旨の申請です。 

借受人は，昭和４４年８月９日に設立した法人で，砂利採取業を主な目的として

おります。計画によりますと，作業時間は午前８時００分から午後５時００分ま

で，隣接地との保安距離として東側の田から２メートル，それ以外は５メートル

以上を確保し，掘削角度は４５度，掘削の深さは最大８メートル，外周は防護柵

で囲い，作業終了時はチェーンにて施錠する計画となっております。また，西側

及び南側の水路及び道路を利用するため，市道路管理課に法定外公共物占用許

可申請書及び道路使用届出を提出済です。また，「進入路及び運搬路を利用する
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際には，農耕車等優先で十分に安全確認を行い，通行者や歩行者等に注意して事

故等を起こさないよう注意する」こととしております。使用する重機等について

は，所有するバックホウ２台，ブルドーザー２台，１０トンダンプ６台を使用し，

埋戻し用土については，上小倉町に事務所のある法人が所有する土砂３，４５６

立方メートル，宮山田町に事務所のある法人が所有する土砂２５，１０７立方 

メートル，日光市に事務所のある法人が所有する土砂１，０００立方メートル，

鹿沼市に事務所のある法人が所有する土砂５，０００立方メートルを埋戻し用

土として用いる計画で，栃木県陸砂利採取業協同組合から農地復元の保証書が

添付されております。資金計画については，事業費の全てを自己資金により賄う

計画となっており，金融機関の残高証明書が添付されております。借受人の農地

における砂利採取の実績ですが，前々回地は上小倉町の田１０，０８３平方メー

トルで，令和３年６月１日に許可を受け，１００パーセント農地に復元されてお

り，前回地は上小倉町の田５，７４８平方メートルで，令和６年４月１日に許可

を受け，こちらも１００パーセント農地に復元されております。申請地は農振農

用地でありますが，一時転用で農地に復元する計画であることから，立地基準の

不許可の例外に該当します。以上のことから，立地基準では許可に支障はなく，

申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，

農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１７号から２１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１７号から２１号について，「申請の

とおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。６ページを御覧ください。 

    「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第２２号を上程し

ます。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第２２号について御説明いたします。河内地区の申請です。借受人は，鉄

塔工事のため，申請地に５か月間の賃借権を設定し，資材置場として一時転用す

る旨の計画です。借受人は，平成２７年４月１日に設立された法人で，電気事業

等を主な目的としております。計画によりますと，栃木県県北・中部地域の低圧

再生可能エネルギーの連系増加に伴い，一部鉄塔建替え工事等を行い，電力ネッ

トワーク増強を実施する計画です。なお，電気事業者が送電用もしくは配電用の

施設として，鉄塔や鉄塔設置するために必要な道路等については，農地転用許可

不要となっておりますが，鉄塔に隣接する農地の一部を資材置場として利用す

るものについては，一時転用の許可が必要となります。土地利用計画については，

丸太及び鉄板を敷設し，資材置場及び作業場として利用するもので，周囲は 
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ガードフェンスを設置する計画となっております。資金計画については，整地費

及び賃料等を全額自己資金により賄う計画となっており，金融機関の残高証明

書が添付されております。申請地は，農用地でありますが，一時転用で農地に復

元する計画であることから，不許可の例外に該当します。以上のことから，立地

基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障が

ないと認められることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査し

ております。 

議 長  議案第２２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２２号について，「申請のとおり許可

する」ことに御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。７ページを御覧ください。 

日程第４「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（利用権 

設定）の決定について」，議案第２３号から３７号までの１５議案について， 

一括上程します。なお，議事参与の制限により，審議が終了するまで退出してい

ただく議案がありますので，そちらの議案から先に審議してまいります。 

議案第３２号から３６号は，１１番委員の親族が代表を務める法人が借受者と

なっておりますので，審議が終了するまで１１番委員に退出していただきま 

委 員  （１１番委員退出） 

事務局  農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（利用権設定）の決

定について，説明いたします。相対による契約です。 

     7 ページ議案第３２号から３６号を説明いたします。借受者は，議席番号１１ 

番委員の親族が経営する法人でありまして，上河内地区の計画です。田の貸し借 

りが４件，畑の貸し借りが１です。これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・ 

面積・台帳等と照合しましたところ，いずれも適正な計画であると調査しており 

ます。 

議 長  議案第３２号から３６号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし）  
議 長  議案第３２号から３６号について，「計画を決定する」ことに，御異議ありま

せんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。議案第３２号から３６号が終了し

ましたので，１１番委員に入室・着席していただきます。 

委 員  （１１番委員入室） 

議 長  審議済の議案第３２号から３６号を除く，２３号から３７号について，事務局
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の説明を願います。 

委 員  議案第２３号，２４号は，平石地区の計画です。田の貸し借りです。 

      議案第２５号は，清原地区の計画です。畑の貸し借りです。 

議案第２６号から２８号は，横川地区の計画です。田の貸し借りです。 

      議案第２９号，３０号は，国本地区の計画です。田の貸し借りです。 

      議案第３１号は，豊郷地区の計画です。田の貸し借りです。 

      議案第３７号は，河内地区の計画です。田の貸し借りです。 

これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたと 

ころ，適正な計画であると調査しております。 

議 長  審議済の５議案を除く，議案第２３号から３７号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。審議済の５議案を除く，議案第２３号から 

３７号について，「計画を決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。８ページを御覧ください。 

日程第５「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（農地中 

間管理事業）の決定について」，議案第３８号から２２ページ２５４号までの 

２１７議案について，一括上程します。なお，議事参与の制限により，審議が終

了するまで退出していただく議案がありますので，そちらの議案から先に審議

してまいります。議案第２１３号及び２１４号は，１１番委員の親族が代表を務

める法人が借受者となっておりますので，審議が終了するまで１１番委員に退

出していただきます。 

委 員  （１１番委員退出） 

議 長  それでは，議案第２１３号及び２１４号について，事務局の説明を願います。 

事務局  １９ページ議案第２１３号及び２０ページ議案第２１４号を御説明いたしま

す。借受者は，議席番号１１番委員の親族が経営する法人でございまして，上河

内地区の計画です。田の貸し借りと田と畑の貸し借りです。これらの計画は所有

者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたところ，いずれも適正な

計画であると調査しております。 

議 長  議案第２１３号及び２１４号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２１３号及び２１４号について，「計

画を決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。議案第２１３及び２１４号が終し 

ましたので，１１番委員に入室・着席していただきます。 



12 
 

委 員  （１１番委員入室） 

議 長  審議済の議案第２１３号及び２１４号を除く，３８号から２５４号について

事務局の説明を願います。 

事務局  ８ページ議案第３８号から５２号は，平石地区の計画です。なお，議案４６号

は，瑞穂野地区の１筆を含む計画です。田の貸し借りが１５件です。 

９ページ議案第５３号から６８号は，清原地区の計画です。田の貸し借りが 

１３件，畑の貸し借りが３件です。 

議案第６９号から１０ページ議案第９４号は，瑞穂野地区の計画です。田の貸 

し借りが２０件，畑の貸し借りが６件です。 

議案第９５号から１２ページ議案第１１６号は，横川地区の計画です。田の貸 

し借りが２１件，田と畑の貸し借りが１件です。 

議案第１１７号から１３ページ議案第１３２号は，雀宮地区の計画です。田の 

貸し借りが１１件，畑の貸し借りが１件，田と畑の貸し借りが４件です。 

議案第１３３号から１４ページ議案第１４５号は，姿川地区の計画です。田の 

貸し借りが１１件，畑の貸し借りが２件です。 

議案第１４６号から１４８号は，城山地区の計画です。田の貸し借りが３件で 

す。 

議案第１４９号から１６ページ議案第１６５号は，国本地区の計画です。なお， 

議案第１４９号は，城山地区の１筆を含む計画です。田の貸し借りが１１件，畑

の貸し借りが５件，田と畑の貸し借りが１件です。 

議案第１６６号から１７２号は，篠井地区の計画です。田の貸し借りが４件， 

畑の貸し借りが３件です。 

１７ページ議案第１７３号から１７８号は，富屋地区の計画です。田の貸し借 

りが６件です。 

議案第１７９号から１８ページ議案第１８９号は，豊郷地区の計画です。田の 

貸し借りが１１件です。 

議案第１９０号から審議済みの議案第２１３号，２１４号を除く，２１ページ 

議案第２３３号は，上河内地区の計画です。田の貸し借りが３３件，畑の貸し借

りが８件です。 

議案第２３４号から２２ページ議案第２５４号は，河内地区の計画です。田の 

貸し借りが２１件です。 

これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたと 

ころ，いずれも適正な計画であると調査しております。 
議 長  審議済の２議案を除く，議案第３８号から２５４号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。審議済の２議案を除く，議案第３８号から 
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２５４号について，「計画を決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。２３ページを御覧ください。 

日程第６「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（所有権 

移転）の決定について」，議案第２５５及び２５６号について，一括上程します。

事務局の説明を願います。 

事務局  議案第２５５号は，城山地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，県

公社から，飯田町の田１筆，１，３７７平方メートルを売買により取得するもの

です。 

議案第２５６号は，篠井地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，県 

公社から，石那田町の田１筆，８，７０６平方メートルを売買により取得するも

のです。 

これらの計画は，農地中間管理機構である県公社が行う農地売買等事業であ 

り，農用地の売渡申出書，農用地等買受申込書が提出されており，移転の土地，

契約の内容，譲渡の状況等調査いたしましたところ，いずれも適正な計画である

と調査しております。 

議 長  議案第２５５号及び２５６号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２５５号及び２５６号について， 

「計画を決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。２４ページを御覧ください。日程

第７「農地移動適正化あっせん基準の見直しについて」，議案第２５７号を上程

します。事務局の説明を願います。 

事務局  この事業は，農業委員会法第６条及び農振法第１８に基づき，農地の所有者等

から，農業振興地域内の農地の売買，貸借又は交換について農業委員会のあっせ

んを受けたい旨の申出があった場合，あっせん基準の要件を満たした受け手等

へあっせんを行う事業であります。 
     １の改正の経緯にありますように，農業振興地域内の農用地について行う権

利移動において定めるあっせん基準であり，受け手となる農業者の要件や基準

面積等を定めており，基準については，国が示す実施要領等に基づき５年ごとに

実施される農林業センサスの結果反映等の見直しのほか，農業・農地事情の変動

等を勘案して見直しを実施されております。国においては，令和５年３月に地域

計画への対応等を含めた要領等の改正が行われ，農業委員会においても，要領等

の改正を踏まえ，地域計画が策定されるまでに見直しが必要となることから今

回お諮りするものです。なお，直近３年間において，あっせん事業の活用実績は
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ありません。 
次に，主な改正内容ですが，以下に記載の項目となりますが，（１）あっせん 

基準における農用地等の権利を取得させるべき者について，農地中間管理機構

等が削除され農業を営む者となります。（２）農用地等の権利を取得させるべき

者の要件として，地域計画区域内においては，アの地域計画の区域内に位置付け

られている者にあっせんする。イの変更後の地域計画において当該農用地等に

新たな農業を担う者が位置付けられたときは，その者にあっせんする。ウの地域

計画において，当該農用地等に農業を担う者が位置付けられていない場合には，

地域計画の達成に資する者へあっせんする。（３）地域計画の区域内において農

地の所有者から利用権の設定等のあっせん申し出があった場合は中間管理機構

の活用を促す。以上，これらの記載を追加，修正しております。 
３の改正案ですが，これらを反映させた別紙基準案をご覧いただき，基準の構 

成は，１の趣旨から１０のあっせんをしない場合及び別表となり，下線の部分が

改正の内容となります。 
      なお，参考までに，農地中間管理機構の特例事業であります農地売買等事業に 

活用されており，あっせん基準のうち，別表の基準面積も準用されております。 
議 長  議案第２５７号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２５７号について，「原案のとおり決

定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。３０ページを御覧ください。報告

事項に入ります。それでは，事務局より報告願います。 

事務局  [ 事務局より報告第１から報告第８まで一括で報告する。] 

議 長  「その他」皆様から何か報告等はありませんか。 

委 員  （特になし） 

議 長  事務局から報告等はありませんか。 

事務局  （特になし） 

議 長  全ての審議が終了しましたので，以上で第２０回定例総会を終了します。 

（閉会 午後３時２２分） 

 

 

 

 

 

 

 


